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第
12
回
教
育
委
員
会
を
開
催

電話　72 ‐ ２１０７
Ｅメール　kyouiku@town.hino.tottori.jp

私
た
ち
が
育
児
を
し
て
い
た
頃
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
お

ん
ぶ
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
ん
ぶ
は
両
手
が
使
え
、
何
か

と
便
利
。
眠
く
て
む
ず
が
る
時
は
、
身
体
の
温
も
り
を
感

じ
、
安
心
し
て
眠
り
ま
す
。
お
ん
ぶ
は
親
子
の
絆
を
深
め

る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

82
歳

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
知
恵
袋
」
よ
り

　
　
　

    　

２
０
０
６
年
3
月　

鳥
取
県
連
合
婦
人
会  

発
行

今
月
の
子
育
て
の
知
恵
袋
⑨

　

12
月
2
日
、
第
12
回
の
町
教
育
委
員
会
を
開
き
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
12
回
教
育
委
員
会
】

議
案
①
平
成
23
年
度
日
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
書
の
提
出

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
▼
12
月
町
議
会
定
例
会
に
提
出
す
る
今
年
度
予
算
の

　
　
　
　

補
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

【
内
容
】

　
　
　
　

●
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
経
費
の
増
減

　
　
　
　
●
施
設
管
理
に
か
か
わ
る
経
費
の
増
額
な
ど

議
案
②
児
童
の
通
学
区
域
外
就
学
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
▼
久
住
季
節
間
分
校
の
区
域
外
就
学
に
つ
い
て
承
認

　
　
　
　

し
ま
し
た
。

【
次
回
の
予
定
】

日
時　

1
月
4
日
（
水
）
午
後
2
時
か
ら

場
所　

役
場　

第
3
会
議
室

　
　
　

▼
会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

　「星の王子さま」「三銃士」「秘密の花園」「イワ

ンのばか」「トム・ソーヤーの冒険」…どれかひ

とつくらいは聞いたこと・見たこと・もしかして

読んだこともあるのでは？これらは「岩波少年文

庫」に入っている作品の一部なんです。

　『本へのとびら』では、４００以上ある「岩波少

年文庫」の名作の中から５０作品を厳選し、アニ

メーション映画監督である宮崎駿さん（主な作品

「となりのトトロ」「魔女の宅急便」「風の谷のナ

ウシカ」など）が紹介文を書いています。併せて、

読書への思いや震災後の世界・子どもたちへの思

いなどについても語っています。

　やはりアニメーション監督らしく、挿絵が魅力

的な作品には思い入れが強いよう。「くまのプー

さん」「たのしい川べ」などの作品の挿絵で知ら

れる E・H・シェパード、「ムギと王さま」のエ

ドワード・アーディゾーニ、「ふしぎの国のアリス」

のジョン・テニエルなどなど、挙げられた作品は

改めて読み直しても印象的な挿絵ばかり。

　「児童文学の持つ意味」については、『要するに

児童文学というのは、「どうにもならない、これ

が人間という存在だ」という、人間の存在に対す

る厳格で批判的な文学とはちがって、「生まれて

きてよかったんだ」というものなんです。生きて

てよかったんだ、生きていいんだ、というふうな

ことを、子どもたちにエールとして送ろうという

のが、児童文学が生まれた基本的なきっかけだと

思います』と、宮崎さんは言っています。

　３・１１の後のこの世界には、もっとそういっ

た物語、「この世は生きるに値するんだ」という

エールが必要になってくるはず。もう一度そのこ

とを、この本を読んで、さらには岩波少年文庫の

作品を読んで考えてみてもいいかもしれません。

　　　　　　　　　　　　　　　（図書館　山川）

●宮崎駿が選んだ

　「岩波少年文庫の 50 冊」

「チポリーノの冒険」

　　ジャンニ・ロダーリ作

「ファーブルの昆虫記」

　　　　　　ファーブル作

「日本霊異記」

　　　　　　　水上勉　作

「長い冬」
ローラ・インガルス・ワイルダー作

「飛ぶ教室」

　エーリヒ・ケストナー作

　　　　　　　　などなど

ぜひ、図書館で借りてみて

ください。

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～
『本へのとびらー岩波少年文庫を語る』

宮 崎 　 駿 　 著



図書館・ホール森の音楽隊
TEL 72-1300　FAX 72-1484

E-mail  hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

月～金　午前 9 時 30 分～午後 6 時

土・日　午前 9 時～午後 5 時

カレンダー

　○印が休館日です 1

図書館の展示コーナー

【写真の部】

1月21日（土）～2月10日（金）

県 展 入 選 作 品 展

12月11日（日）～1月20日（金）

月

【日本画・書道の部】

●木のおもちゃづくり
1月15日（日）9：30 ～
場所▶図書館車庫（要材料費）
　　※えとの組み木など

●図書館おはなし会
1月28日（土）
場所▶図書館絵本コーナー
内容▶お正月の絵本、おはなし、
　　　わらべうたなど

10：00～

●生田長江入門セミナー
　〔町歴史研修会公開講座〕
1月21日（土）
場所▶延暦寺（無料）
テーマ▶「長江の青春」
講師▶大野　秀さん

13：30～

「
胎
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
生
涯
読
書
の
す
す
め
」

～幼い日々の宝物～
第 1回「読書推進フォーラム」開催

1 月のイベント案内

☆新年・雑誌の付録プレゼント
1 月 4 日（水）9：30 ～
1 人 1 個のお年玉プレゼント。先着順です。

☆「かるた」「百人一首」で遊ぼう！
1 月 5 日（木）13：00 ～
場　所：図書館絵本コーナー

　　　　はじめての人も大歓迎！

参加費：無料

☆冬休み映画会（町図書館主催）
1 月 6 日（金）
　午前＝ 10：00 ～　「名探偵コナン　沈黙の 15 分」
　午後＝ 13：30 ～ 第 10 回町民ミュージカル「きらりこの町」
場　所：町文化センターホール森の音楽隊

参加費：無料

　

11
月
13
日
、
『
心
豊
か
に
ふ
れ

あ
う
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
テ
ー
マ
に
、
日
野
町
読
書
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
町
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
大
会
共
催
）
を
開
き
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
秋
の
読
書
週
間
行

事
で
行
っ
た
「
読
む
読
む
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
」

「
読
書
リ
レ
ー
」
な
ど
の
優
秀
賞

表
彰
式
の
後
、
子
ど
も
読
書
推
進

委
員
会
に
よ
る
実
践
発
表
、
続
い

て
「
胎
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
生

涯
読
書
の
す
す
め
」
と
題
し
、
境

港
市
図
書
館
協
議
会
会
長
、
足
立

茂
美
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
の
大
切

さ
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

「
読
み
聞
か
せ
」
は
幼
い
日
々

の
宝
物
と
し
て
「
愛
情
体
験
」「
共

感
体
験
」
「
自
尊
体
験
」
が
育
ま

れ
る
大
切
な
ひ
と
と
き
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
た
ほ
か
、
県
内
の
小
中

学
校
や
高
校
で
定
着
し
た
「
朝

読
」
、
そ
れ
に
続
く
「
家
読
」
へ

の
広
が
り
や
、
大
人
に
絵
本
を
読

ん
で
ほ
し
い
こ
と
、
回
想
法
に
よ

る
高
齢
者
読
書
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

親
子
関
係
の
絆
を
深
め
る
「
共
同

記
憶
」
と
読
書
の
関
係
な
ど
、
自

身
の
体
験
も
交
え
な
が
ら
わ
か
り

や
す
い
口
調
で
参
加
者
に
語
り
か

け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
と

て
も
や
さ
し
い
語
り
で
、
心
に
し

み
込
ん
だ
」
「
子
ど
も
に
、
も
っ

と
本
を
読
ん
で
や
り
た
い
と
思
っ

た
」
な
ど
改
め
て
読
書
の
大
切
さ

に
気
づ
い
た
よ
う
で
し
た
。

保育所での取り組みなどを発表

語りかけるよう講演する足立さん
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!!

心
豊
か
な
本
と
の
出
会
い
を

●ふるさと俳句会
1月11日（水）
場所▶図書館郷土資料コーナー
講師▶梅林敏彦さん
参加費▶ 150 円（はがき代）

10：00～


